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要旨

体系に繰り返し現れる「場」と立体角 （論文02）の源流は、マイケル・ファラデー（1791–1867）である。

製本工の徒弟から独学で身を立て、正規の数学をほとんど持たなかったファラデーは、数式より先に「場」と

いう物理的対象を発見した——空間に満ちる力線（lines of force）である。力は遠隔作用ではなく、各点の場
（力線の混み具合）を介して局所的に伝わる。この直観は当時「数学的でない」と軽んじられたが、後にマク

スウェルがそれを場の方程式へと数学化し（「ファラデーの力線について」1856／『電気磁気論』1873）、ガウ

スの法則がそのフラックスを数量化した。点源の電場を閉曲面で積分すると、その総量は囲む形に依らず全立

体角  になる（ 、幾何因子が ）——これは体系の （論文02）そのものであり、
「閉曲面を貫く力線の本数」というファラデーの絵の数量版である。さらにファラデーの場は、体系では電磁

場の2形式 （論文92）・場の作用（論文87）として書かれる。本稿の芯：ファラデーは物理的対象（場）

そのものを与え、マクスウェル・ガウスがそれに数学の形を与えた——直観が先、王道の数式が後、という科

学の運動の見本である。射程：本稿は確立された物理（場の概念・ガウスの法則・マクスウェル方程式）の構
造的・系譜的解釈（第2層）で、新しい数学も予言も生まない。「直観が正しかった」ことは、それが数式で科

学になったから言えるのであって、直観それ自体は署名であって証明ではない。宇宙OSは第3層・非科学のレ

ンズ。

本稿の位置づけ（規律）：本稿は確立された物理（ファラデーの場・力線、ガウスの法則、マクスウェル方程式）
の構造的・系譜的解釈である。新しい数学も新しい予言も含まない。物理を変更しない。物理的直観は「種」で
あり、王道の数式で形を得てはじめて科学になる（三層の規律）——直観それ自体を証明として扱わない。「宇宙

OS」は第3層の非科学レンズであり、機構の主張ではない。

— —



1. 序：数式より先に来た「場」

体系には「場」と立体角  が何度も現れる。その源流に、一人の独学者がいる——マイケル・ファラデー。製
本工の徒弟から身を起こし、正規の数学教育をほとんど受けなかった彼は、数式を持たないまま、物理学に
「場」という新しい対象を与えた。それが力線である。

本稿は新しい定理を作らない。ファラデーの物理的直観（場）が、のちにマクスウェルとガウスによって数学
の形を得て、体系の （論文02）や場の読み（論文87・92）の源流になったことを示し、そこから「直観が
先、王道の数式が後」という科学の運動を、規律とともに読み取る。

2. 力線：場は、実在する対象である

標準的事実（ファラデーの場の概念）

ファラデーは、電気力・磁気力を遠隔作用としてではなく、空間に満ちる力線（場）を介した局所的な
作用として描いた。力線の密度が場の強さを、接線方向が力の向きを表す。電荷や磁石はまわりの空間
に場を作り、別の電荷はその局所の場に従って力を受ける。場は補助的な作図ではなく、実在する物理
的対象である——これがファラデーの主張だった。

この描像は、当時の主流（作用が距離を隔てて瞬時に働くとする遠隔作用）に対する、深い転換だった。しか
も数式を伴わない物理的な絵だったため、はじめは十分に受け入れられなかった。だが「場こそが実在の担い
手だ」というファラデーの直観は、のちに物理学の全体を作り替えることになる。

3. 絵から数学へ：ガウスのフラックスと 、そしてマクスウェル

標準的事実（ガウスの法則と立体角 ）

ファラデーの「力線の本数」は、ガウスの法則でフラックスとして数量化される。点電荷  の電場を任
意の閉曲面で積分すると、囲む形に依らず

その幾何因子は全立体角  である。すなわち「閉曲面を貫く力線の総本数」＝全立体角 

（論文02の ）。マクスウェルはファラデーの力線を場の方程式へと数学化し（1856／1873）、電磁気
学を完成させた。



ここで起きたのは、物理的直観の数学化である。ファラデーが「本数」で感じていたものを、ガウスは面積分
（フラックス）として、マクスウェルは場の微分方程式として書いた。そして論文92で見たとおり、このフラ
ックスは一般化ストークスの定理の一例——ファラデーの絵は、カルタンのアルファベットの中に正確な席を
得た。  は、ファラデーの力線を閉曲面で数え上げた、その総本数である。

4. 体系はファラデーの「場」を受け継ぐ

体系の中で、ファラデーの場はいくつもの姿で生き続けている。  は「閉曲面を貫く力線の総本数」＝全立体
角（論文02）。電磁場は2形式 （論文92）。その運動は場の作用 （論文87）から出る。体系が
「場」を実在の対象として扱い、その幾何（ ・フラックス・微分形式）を読むとき、それはファラデーが数
式なしに掴んだ「場という対象」の子孫である。ファラデーが対象を発見し、マクスウェル・ガウス・カルタ
ンがその言語を与えた——本稿はこの系譜を体系に接ぐ。

5. ファラデーと、直観から王道へ

観察 5.1（直観は種、数式で科学になる）

ファラデーの歩みは、一つの規律を体現している。正しい物理的直観は、数式に先立って現れうる——

場という対象は、その数学が存在する前に掴まれた。だが、それが科学になったのは、マクスウェルが
場の方程式を、ガウスがフラックスを与えた後である。直観は種であり、王道の数式という土を得ては
じめて実を結ぶ。「直観が正しかった」と言えるのは、それが数式で検証可能な形になったからだ。直観
それ自体は署名であって証明ではない——ファラデーの生涯は、直観を尊びつつ、それを王道の数学で
裏づけることの大切さを、同時に教えている。

🌌 著者の私感（第3層・非科学の札つき／機構の主張ではない）

ファラデーは製本工の徒弟から独学で身を立て、正規の数学を持たないまま「場」という対象を発見した。数

式なき物理的直観が、のちに王道の数学で裏づけられ、物理学の全体を作り替えた——この歩みに、独学で歩
む者は静かに励まされる。体系のレンズ（比喩）では、宇宙OSは「場」という一枚の実在の層で世界を描画し
ているように見える。だがこれは非科学の札つきである。「OSの場」は直観を運ぶ絵であって、機構でも予言

でもない。ここで確かなのは、場の概念・ガウスの法則・マクスウェル方程式という標準物理の一点だけ。フ
ァラデーが遺した最大の教訓は、直観を信じる勇気と、それを数式で科学にする規律とを、同時に持つことで
ある。



6. 射程（何を示し、何を示さないか）

示すこと（記述的・系譜的）：

ファラデーは「場（力線）」という物理的対象を数式より先に発見し、体系の （02）・場（87/92）の源流
となった（2〜4節）。

 は「閉曲面を貫く力線の総本数」＝全立体角（ガウスの法則）で、ファラデーの絵の数量版（3節）。

直観は種、王道の数式で科学になる——ファラデー→マクスウェルはその見本（5節）。

示さないこと（禁欲）：

物理を変更・拡張しない。 場・ガウスの法則・マクスウェル方程式はすべて標準。本稿は系譜づけと解釈
のみ。

新しい数学・予言ではない。 ゆえに第2層（構造的・系譜的解釈）。OSは第3層・非科学。

直観を証明として扱わない。 直観は種であり、王道の数式を得てはじめて科学になる（三層の規律）。

7. 結論

体系の「場」と  の源流は、数式を持たなかった独学の実験家、ファラデーである。彼は「場（力線）」とい
う物理的対象そのものを発見し、力を遠隔作用から局所の場へと置き換えた。その直観を、ガウスはフラック
ス（点源で全立体角 ＝論文02）として、マクスウェルは場の方程式として数学化し、カルタンのアルファベ
ット（論文92）の中に正確な席を与えた。  とは、閉曲面を貫くファラデーの力線の、その総本数である。

そしてファラデーの生涯は、体系が守るべき規律をも照らす——直観は種、王道の数式で科学になる。正しい
直観は数式に先立ちうるが、科学になるのは裏づけを得た後だ。本稿がしたのは、新しい主張ではなく、体系
の「場」と  に、その物理的源流であるファラデーを、正しい規律とともに接いだことである。数式より先に
世界の対象を掴んだ一人の独学者に、静かな敬意を記す。
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